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令和6年度完成予定の
愛知川栗田線

空き家の現状

地
方
自
治
体
が
道
路
整
備

を
行
い
、
良
好
な
道
路
網

を
確
保
す
る
必
要
性
は
非
常
に
高

い
。
新
国
土
軸
と
位
置
付
け
る
国

道
８
号
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
は
。

県
道
神
郷
彦
根
線
の
進
捗

状
況
は
。

愛
知
川
右
岸
道
路
（
県
道

湖
東
彦
根
線
）
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

安
全
な
道
路
環
境
に
つ
い

て
。

教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

事
業
に
対
し
過
去
に
投
入

し
た
金
額
や
地
域
活
性
化

効
果
は
。

周
辺
住
民
へ
の
説
明
会
の

開
催
は
。

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
業
務

に
試
験
導
入
す
る
自
治
体

も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
当
町
の
導

入
な
ど
の
考
え
は
。

こ
の
拡
幅
工
事
に
か
か
る

都
市
計
画
の
位
置
付
け
に

つ
い
て
問
う
。

工
事
期
間
と
工
事
費
用

は
。

　

県
に
お
い
て
、
今
年
後
に
ル
ー

ト
案
や
道
路
幅
員
、
接
続
方
法
や

事
業
の
流
れ
に
関
す
る
公
聴
会
を

開
き
意
見
集
約
す
る
と
と
も
に
、

環
境
影
響
評
価
を
ま
と
め
、
令
和

７
年
度
か
ら
事
業
化
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

　

現
在
、
愛
知
川
本
川
で
の
下
部

工
事
を
施
工
さ
れ
て
お
り
６
月
完

成
予
定
で
あ
る
。
当
町
側
の
本
格

的
な
道
路
工
事
は
今
秋
頃
か
ら
着

手
予
定
と
さ
れ
て
い
る
が
、
文
化

財
調
査
が
必
要
な
た
め
、
そ
れ
以

外
の
箇
所
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
文
化
財
調
査
等
に
ど
れ

だ
け
の
期
間
を
要
す
る
か
な
ど
未

確
定
要
素
が
あ
り
、
愛
知
川
に
橋

を
架
け
、
通
行
が
可
能
に
な
る
時

期
は
令
和
８
年
頃
の
完
成
を
目
指

さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
県
に
お
い
て
路
線
測
量
と

道
路
詳
細
設
計
を
行
い
、
補
償
調
査

に
も
着
手
さ
れ
、
個
別
に
関
係
者
と

協
議
を
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら

用
地
買
収
を
行
い
、
計
画
ど
お
り
令

和
６
年
度
の
工
事
着
工
に
向
け
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

車
道
幅
を
片
側
２
．75
ｍ
の
２

車
線
、
歩
道
幅
も
歩
行
者
・
自
転

車
が
通
行
可
能
な
３
ｍ
と
す
る
。

　

学
校
現
場
で
は
、
宿
題
の
解
答

や
読
書
感
想
文
も
自
動
生
成
す
る

事
が
可
能
な
た
め
、
児
童
生
徒
の

学
習
状
況
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
受
け
、
文
部
科
学
省
か

ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
踏
ま

え
、
学
校
現
場
と
共
通
理
解
を
図

り
な
が
ら
対
応
す
る
。

　

隊
員
１
人
当
た
り
の
活
動
費
は

４
０
０
万
円
。
起
業
に
要
す
る
経

費
が
１
０
０
万
円
。
こ
れ
ま
で

２
事
業
に
要
し
た
経
費
は
、
７

年
間
で
約
７
，８
０
０
万
円
で
あ

り
、
特
別
交
付
税
で
全
額
措
置
さ

れ
て
い
る
。
事
業
の
成
果
を
経
済

的
な
指
標
等
を
用
い
て
測
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
外
部
人

材
の
視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
組
み
合

わ
せ
、
地
域
課
題
の
解
決
と
い
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
手

法
を
取
り
入
れ
、持
続
可
能
的
に
、

地
域
に
根
付
か
せ
よ
う
と
活
動
さ

れ
る
こ
と
は
、
町
に
と
っ
て
成
果

と
認
識
し
て
い
る
。

　

請
負
業
者
が
決
ま
れ
ば
、
工
事
期

間
や
工
事
内
容
の
説
明
会
を
開
く
。

　

町
と
し
て
は
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
に
限
ら
ず
、
全
て
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
つ
い
て
、
そ
の
潮
流
を
押

さ
え
る
の
は
肝
要
で
あ
る
。だ
が
、

話
題
先
行
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う

な
課
題
に
対
し
て
何
を
目
的
に
導

入
す
る
の
か
を
慎
重
に
検
討
し
た

う
え
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入

を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

　

新
た
な
道
路
軸
と
な
る
新
都
市

軸
と
位
置
付
け
、
居
住
誘
導
区
域

内
に
設
定
さ
れ
る
都
市
機
能
誘
導

区
域
に
も
含
ま
れ
る
重
要
な
幹
線

道
路
と
位
置
づ
け
る
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度
を
予

定
し
、
工
事
費
は
、
５
年
度
分
の

予
算
５
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
用
地
費
と
補
償
費
を
合
わ

せ
て
、
令
和
２
年
度
約
５
千
万
円
、

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
教
育
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
町
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

問問問

問問

問

問問

問問

答答

答

答

答答

答答

答答

町
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

当
町
に
お
け
る
チ
ャ
ッ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
活
用
方
針

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

町
道
愛
知
川
栗
田
線
拡
幅
工
事

国８バイパス・神郷彦根・右岸道
路・愛知川栗田線の進み具合は

Q

町の道路整備の
進捗状況は

多少遅れはあるものの、全体的には計画
通りに進んでいる

A 森野　　隆　森野　　隆　 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら
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現
況
に
お
け
る
下
水
道
事

業
の
経
営
状
況
及
び
下
水

道
使
用
料
金
の
改
定
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

あ
る
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
２

０
３
３
年
に
は
国
内
の
空

き
家
数
が
現
在
の
２
倍
、
１
９
９

５
万
戸
、
空
き
家
率
27
．５
％
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
化
社
会
の
問
題
、
空
き
家
の

管
理
や
活
用
の
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
町
内
の
空
き
家
率
や
戸
数
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

空
き
家
問
題
の
現
状
や
将

来
的
な
展
望
と
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

地
域
住
民
の
安
心
で
安
全

な
暮
ら
し
を
脅
か
す
出
来

事
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　
８
号
線
以
西
の
地
域
に
は
、
安

心
と
安
全
な
住
民
の
暮
ら
し
を
担

保
す
る
駐
在
所
が
な
い
。
地
域
住

民
に
と
っ
て
は
不
安
で
た
ま
ら
な

い
。
８
号
線
以
西
地
域
に
駐
在
所

を
設
置
す
べ
き
と
強
く
思
っ
て
い

る
。
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を

踏
ま
え
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　

経
営
状
況
を
数
値
で
表
す
も
の

が
経
営
状
況
収
支
比
率
と
呼
ば
れ
、

こ
の
数
値
が
１
０
０
％
以
上
で
な

い
と
、
預
金
等
を
取
り
崩
し
て
運

営
す
る
赤
字
経
営
と
な
る
。

　

本
町
の
経
営
状
況
収
支
比
率

は
１
３
２
．５
５
％
と
、
全
国
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
下
水
道
使
用
料
の
収
入
規
模

に
対
し
、
負
債
の
残
高
が
ど
の
程

度
で
あ
る
か
を
示
す
指
標
は
、
数

値
が
低
い
方
が
健
全
で
、
本
町
は

４
２
３
．２
２
％
と
全
国
平
均
の

１
２
０
１
．７
９
％
を
大
き
く
下

回
り
、
事
業
規
模
に
対
し
負
債
が

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

今
後
、
人
口
減
少
や
節
水
機
器

の
普
及
等
に
よ
り
使
用
料
収
入
が

減
少
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
老

朽
化
し
た
管
渠
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
の
改
築
更
新
に
も
多
額
の
費
用

が
必
要
と
な
る
た
め
、
県
下
で
料

金
改
定
さ
れ
た
市
町
の
下
水
道
事

業
の
経
営
状
況
や
料
金
の
改
定
額

を
参
考
に
、
令
和
７
年
度
に
下
水

　

交
番
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
県

予
算
施
策
に
関
す
る
令
和
５
年
度

要
望
に
お
い
て
、
治
安
体
制
の
強

化
と
し
て
、
必
要
な
警
察
官
の
増

員
確
保
と
、
積
極
的
な
交
番
設
置

を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
町
の
西
部
地
域

で
あ
る
国
道
８
号
以
西
の
新
た
な

交
番
設
置
と
と
も
に
、
交
通
安
全

施
設
の
整
備
と
し
て
、
通
学
路
に

お
け
る
朝
夕
の
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び

取
締
り
の
強
化
な
ど
を
重
点
的
に

　

地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
空
き
家
へ
の
対
応
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

短
期
的
に
は
、
防
災
上
の
問
題
、

環
境
衛
生
上
の
問
題
に
加
え
、
不

法
侵
入
等
の
防
犯
上
の
問
題
や
景

観
上
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
長

期
的
に
は
、
人
口
流
出
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
衰
退
や
税

収
の
減
少
等
、
財
政
面
へ
の
圧
迫

も
予
測
さ
れ
る
。

　

将
来
的
に
は
人
口
減
少
や
高
齢

化
が
進
み
、
空
き
家
の
増
加
が
も

た
ら
す
防
災
、
環
境
衛
生
、
防
犯
、

景
観
等
の
諸
問
題
は
、
一
層
進
行

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
地
域

の
実
情
や
特
性
を
踏
ま
え
、
き
め

細
や
か
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
町
内

の
空
き
家
の
実
態
把
握
調
査
の
結

果
、
空
き
家
率
は
7.2
％
で
あ
り
、

そ
の
戸
数
は
５
９
８
件
で
あ
る
。

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
町
長
）

（
企
画
政
策
監
）

（
企
画
政
策
監
）

問

問

問

問

答

答

答

答

中川　喜代和中川　喜代和 議員議員

西部地域に駐在所の設置をQ

８号線より西部地域の安全と
安心を担保するために

A 以西の交番設置。朝夕のパトロールの強化を
要望

下
水
道
事
業
の
健
全
な
運

営
を
図
る
た
め
に

増
加
が
著
し
い
空
き
家
の

対
策
と
資
源
と
し
て
の
活

用
を

国
道
８
号
線
以
西
の
地
域

住
民
の
安
心
と
安
全
を
担

保
す
る
た
め
に

録画配信はこちら録画配信はこちら

３
年
度
約
６
千
３
百
万
円
、
４
年

度
約
２
億
３
千
２
百
万
円
で
総
額

３
億
４
千
５
百
万
円
で
あ
る
。

※
特
別
交
付
税
と
は
、
町
の
事
業
費
の
財

源
を
国
が
措
置
す
る
も
の
。

道
事
業
の
経
営
戦
略
を
見
直
し
、

適
正
な
下
水
道
事
業
運
営
に
必
要

な
料
金
改
定
が
必
要
に
な
る
と
考

え
る
。

取
り
組
む
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

　

駐
在
所
を
設
置
す
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
西
部
地
域
に
設

置
さ
れ
た
場
合
、
住
民
の
信
頼
と

安
全
安
心
の
向
上
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
る
。
町
の
観
点
に
お
い
て

の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。

　

国
道
８
号
以
西
に
お
け
る
駐
在

所
設
置
に
関
し
て
は
、
警
察
本
部

の
考
え
方
や
主
体
的
な
取
り
組
み

方
針
が
あ
る
が
、
本
町
と
し
て
は
、

地
域
の
声
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

る
。


